農林漁業体験民宿営業に関する自主管理基準（モデル）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１　目　的　
農林漁業体験民宿営業の自主管理基準を定め、施設管理、衛生管理及び安全対策を徹底することにより、快適な農林漁業の体験を提供する。
　　　　
第２　施設管理

　１）施設管理責任者（仮称）の設置
第１の目的を達成するため施設管理責任者（仮称）を置く。
施設管理責任者（仮称）は、施設の管理にあたり事務の遂行が迅速に行われるよう秩序の維持に努めるとともに、施設の管理に関する事務を統括する。

　２）施設等の管理
管理棟等を設置し、従業者を同一敷地内に配置させ、施設及びその周辺は常に清掃し、衛生上支障のないようにするとともに、食品の取扱い設備は常に清潔に保つ。また、防災設備等を整備し、安全対策に配慮する。

　３）使用の制限

客室として使用できる範囲及び立ち入りを認める区域を明確にし、宿泊者に対して周知し、遵守徹底を図る。

第３　衛生管理体制の構築
１）衛生管理責任者（仮称）の設置　
第１の目的を推進するため衛生管理責任者（仮称）を置く。
２）衛生管理責任者（仮称）は、従業者の指導を行うものとする。
３）従業者は、衣服を常に清潔に保ち、１年に１回以上健康診断を受けることとする。
４）衛生管理責任者（仮称）は、従業者を対象に、原則として１年に１回以上、衛生知識の向上のため、食中毒予防等の食品衛生に関する講習会を実施する。
第４　安全対策
災害時の事故防止を図るため、従業者の防火対策、火災時の措置等については、常時、消防関係機関の指導を受ける等災害時の態勢を常に整えておく。
また、救急医薬品及び衛生材料を適切に備えるとともに、万一の事故等の発生に対応できるよう、医療機関及び保健所等との通報網の組織体制を確立する。
附則
この自主管理基準は、　　　　年　　月　　日から施行する。
